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平成 27，28 年度プロジェクト研究

研究課題：環境におけるイオンの動態に関する研究

   Ionic behavior in environment

（1）研究者

川東龍夫（理工学総合研究所）、中口 譲（理工学部・理学科化学コース）

山崎秀夫（理工学部・生命科学科）、南 武志（理工学部・生命科学科）

佐野 到（理工学部・情報学科）

（2）研究目的と総括

環境は、物理・化学・生物などの作用が原因となり多岐にわたって問題が生じる。

主たる原因は化学物質が複合的に作用する場合が多く、これらの問題発生メカニズム

や原因物質の特定と作用さらには動態の解明は重要と考えられる。

当該チームは、研究テーマを遂行することにより、気圏・水圏・地圏の枠組みの中か

ら環境に影響を与える化学物質の動態に関して総括を試みたものである。

ここでは、黄砂はじめ、エアロゾルあるいは放射線問題、生物機能も取り扱い、マク

ロ・ミクロレベルでの課題解明も試みている。

以下に研究課題に関する各研究分担者の研究内容を要約する。

（3）研究分担課題

課題（1）：種々の環境における化学物質の動態に関して特定イオンの変化を検討し

てきた。特に環境条件を変化させたいくつかの環境内での動態について検討を行った。

ここでは廃棄物として扱われる物質の金属イオンの吸着について検討を試みた。廃

棄物として日本茶の茶葉を用いたが、金属イオンの吸着性能に期待できることがわか

った。加えて、物理的吸着および化学的吸着についても検討を行った。

                  （川東龍夫 担当）

課題（2）：前回に引き続き検討を行い東大阪市に飛来する「黄砂」の形態学的研究なら

びに元素組成による起源、人為起源物質の越境汚染の可能性について継続的に調査した。

黄砂を含むエアロゾル試料は 3 月から 5 月にかけて近畿 38 号館屋上でサーモサイエンテ

ィフィック社製 2022 型エアーサンプラーを用い 24 時間毎フィルター上採取した。フィル

ターは 1/4 にカットし、純水を加えイオン成分の抽出を行い、Dionex 社製イオンクロマト

グラム ICS－1500 型にて SO42－、NO3－、Cl－、NH4+、Na+、K+、Ca2+、Mg2+の分析を行

った。その結果、東大阪市上空大気中の人為起源の指標と考えられる非海塩性硫酸イオン

（nss-SO42－）は NH4 や K+と有意な正の相関性を示し、ともに人為起源である可能性が

示唆された。また後方流蹟線解析の東大阪市上空大気はロシアや韓国を起源にして可能性

が示唆された。

                               （中口 譲 担当）
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課題（ 3）：水俣病の原因物質であるメチル水銀は魚などに蓄積するため必然的にヒト

に摂取されており、少量汚染の影響について現在でも研究が行われている。特に、中

枢機能への影響はいまだ不明な点が多い。そこで、マウス第三脳室上衣細胞の繊毛運

動に対するメチル水銀の影響を調べた。脳室内には脳脊髄液が満たされ、上衣細胞の

繊毛運動により脳脊髄液は定められた方向に流れている。繊毛運動が低下すると脳脊

髄液の貯留が脳室内で生じ、これが水頭症の原因にもなると考えられている。第三脳

室上衣細胞を含む脳スライスを作成し、メチル水銀を添加すると繊毛運動が用量依存

的に低下した。このことから、中枢機能に対するメチル水銀の標的組織として上衣細

胞繊毛運動を新たに考慮しなければならないと考えている。   

（南 武志 担当）

課題（ 4）：前回に継続して以下に示す研究内容を行っている。水圏底質に記録された

汚染物質の濃度変動を時空間解析することで、わが国における環境汚染の現況とその

歴史的変遷をその人間活動、産業活動の盛衰と関連付けて解明した。また、環境変遷

が生態系に及ぼす影響についても解析を行った。フィールドとしては主に近畿圏の湖

沼を対象に研究を実施したが、タイムマーカーとしての有用性から、長崎原爆の痕跡

を残している長崎西山貯水池や長崎湾の底質も分析した。さらに、研究の過程で大陸

からの越境重金属汚染の可能性が示唆されたので、沖縄から北海道までの僻地・離島

に位置する湖沼や中国大陸の湖沼底質についても解析を行った。

さらに、福島第一原発事故によって排出された放射性核種による放射能汚染は、環境中の

物質循環のトレーサーとしても有用だと考えることが出来る。そのような観点から、

本研究では福島第一原発に起因する放射能汚染の環境動態についても解析した。

（山崎秀夫 担当）

課題（5）：エアロゾルは様々な物質から生成される故，気候変動問題における不安定

要因として，さらには PM2.5 に係わる大気汚染物質として注目されている．本課題で

は，人工衛星を用いた広域におけるエアロゾル特性の把握をめざし，2017 年 12 月に打

上げが予定されている宇宙航空研究開発機構が進める GCOM-C 衛星 SGLI 計測器，及び

2015 年７月より稼働を始めた「ひまわり－８号」向けのエアロゾル推定手法の研究を

行っている．また，衛星計測の検証手段並びに衛星データ解析におけるエアロゾルの

モデル化のための計測データの収集のため地上計測器の継続運用を行っている．これ

らは国内外の協力で実施しており，国立環境研究所とは LIDAR 装置の稼働，米国 NASA

とは国内（福岡，大阪，白浜，能登，新潟）の５箇所において AERONET 放射計を稼働

させている．衛星向けのアルゴリズム開発においても，仏リール大学，独 EUMETSAT の

研究者等と協力を行っている．

                              （佐野 到 担当）
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